
事業者向け　アンケート集計結果　公表用
（放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ）

公表：令和　　5年　　8月　　1日 事業所名　　フレンズ鶴見栄町

チェック項目 はい どちらとも 
いえない いいえ 工夫している点

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

環
境
・
体
制
整
備

① 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係
で適切である 4 1

ルールをアレンジする、少人数
のチーム制でゲームを行うなど
、プログラムごとに調整を行って
います。

お子様が自由に身体を動かすこと
ができるよう、公共体育館を利用
したいと思っています。

② 職員の配置数は適切である 1 4
配置数が不足している日でも子どもたち
が安全に過ごすことができるよう、プログラ
ム内容の調整等を行っています。

配置人数不足の日がないよう、シフトの調整
や新規の雇用を行いたいと考えています。

③ 事業所の設備等について、バリアフリー化の
配慮が適切になされている 1 2 2

個々の運動スキルの違いも考
慮し、段差がある付近では運
動遊びを行うことがないよう働
きかけを行っています。

建物の構造上、バリアフリー化は難しい状況
ですが、遊び方を考慮することで子どもたち全
員が安全に楽しめる施設にして参ります。

業
務
改
善

④
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画
している

1 3 1

集団活動の中でも支援計画
に基づいた個々の目標を設定
し、活動後には提供記録を記
載することで振り返りを行ってい
ます。

全指導員が、プログラムの起案か
ら振り返りにまで携わる習慣をつ
けたいと考えています。

⑤
保護者等向け評価表を活用する等によりアン
ケート調査を実施して保護者等の意向等を
把握し、業務改善につなげている

1 3 1

アンケート調査の結果のみなら
ず、連絡帳の内容についても
全職員が周知できるようホワイ
トボードを活用した申し送りを
行っています。

ミーティングに費やす時間を増やし
て参ります。

⑥ この自己評価の結果を、事業所の会報や
ホームページ等で公開している 4 1

ホームページに掲載し
ています。

事業所独自のホームページがなく探しづらいた
め、毎月発行の支援報告書に添付し全家庭
に配布いたします。

⑦ 第三者による外部評価を行い、評価結果を
業務改善につなげている 1 4

⑧ 職員の資質の向上を行うために、研修の機会
を確保している 1 3 1

事例検討も含めた研
修を行っています。

事業所内部での研修会（学習
会）の機会を増やし、専門性の
向上を図ります。

適
切
な
支
援
の
提
供

⑨
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、
放課後等デイサービス計画を作成している

3 2

非常勤職員は勤務時間の都
合上、会議への参加が難しい
ため書面記載で行動分析を
行っています。

今後も、全指導員の目線でお子
様の支援を行ってまいります。

⑩ 子どもの適応行動の状況を図るために、標準
化されたアセスメントツールを使用している 1 4

アセスメントツールについて標
準化されたものはありませんが
、一般的な発達段階表を参
考にアセスメントを行っています
。

独自のアセスメントツールを差作
成中です

⑪ 活動プログラムの立案をチームで行っている 1 4
全指導員がプログラムの立案が出来
るよう、毎回のプログラムについて計
画書を作成しています。

計画書をベースに、参加するお子様に合わせ
たプログラムにアレンジを行います。

⑫ 活動プログラムが固定化しないよう工夫して
いる 5

内容が類似しているプログラムはあり
ますが、年齢や課題によって少しず
つ変化をさせています。

プログラムの内容が類似していても、季節の行
事やお子様の関心事に合わせたアレンジを行
っています。

⑬ 平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ
細やかに設定して支援している 2 3

学校の終業時間や、利用するお子
様の年齢層、季節等に合わせプロ
グラムを設定しています。

子どもたちの希望を取り入れる機会を増やしたいと考え
ています。お子様が自由に身体を動かすことができるよ
う、公共体育館を利用したいと思っています。

⑭
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動
を適宜組み合わせて放課後等デイサービス
計画を作成している

4 1
遊びの活動では、集団と個別
（自由遊び）の時間を設け
るようにしています。

学習について、学校のカリキュラム（宿題）が
メインにならないよう、お子様の習熟度に合わ
せた課題設定を行いたいと考えています。

⑮
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、
その日行われた支援の内容や役割分担に
ついて確認している

1 4

場当たり的な支援にならない
よう、当日参加のお子様に合
わせた支援方法も含めミーティ
ングを行っています。

指導員全員でのミーティングが難
しいため、申し送りノートの活用を
徹底させたいと考えています。

⑯
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、
その日行われた支援の振り返りを行い､
気付いた点等を共有している

3 2

特に打ち合わせの時間を設けること
はできていませんが、提供記録の記
載を行いながらお子様の気づいた点
や、ピログラムの改良点等の話を行
っている。

勤務時間の関係上、細かな振り
返りを全員で行う事難しいが、終
礼は必ず設けられるよう調整を行
いたい。

⑰ 日々の支援に関して正しく記録をとることを
徹底し、支援の検証・改善につなげている 3 2

支援計画に基づき、
記録を記載しています
。

全指導員が記載に携われるよう
にします。

　　事業所における自己評価結果（公表）
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事業者向け　アンケート集計結果　公表用
（放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ）

チェック項目 はい どちらとも 
いえない いいえ 工夫している点

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

⑱

定期的にモニタリングを行い、放課後等
デイサービス計画の見直しの必要性を判断
している

3 1 1

提供記録を基に、半年待たず
に支援計画の目標を達成して
いた場合には、支援計画更新
の時期を早めるようにします。

支援計画に記載された目標以外
でも、気付いた行動があったときに
は記載を行います。

⑲ ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合
わせて支援を行っている 1 4

地域交流については十分とは言えな
いが、地域の美化活動やお祭り参
加など、容易に関りを持てる処から
繋がりを持てるよう取り組んでいる

児童館遊びを組み入れ、遊びの
拡大とコミュニケーション力の向上
を目指します。

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携
関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

⑳

障害児相談支援事業所のサービス担当者
会議にその子どもの状況に精通した最も
ふさわしい者が参画している

4 1
概ね、児発管（管理者兼
任）が参加

今後も、児発管（管理者）が参
加をします。

㉑

学校との情報共有（年間計画・行事予定
等の交換、子どもの下校時刻の確認等）、
連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時
の連絡）を適切に行っている

2 3

学校とは、送迎時間の確認ま
でで留まっていることが多く、個
々の学校での様子を共有する
には至っていない。

学校との連携を密にし、集団生活の中での
課題サポートを充実させたいと考えています。

㉒
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合
は、子どもの主治医等と連絡体制を整えてい
る

1 4
現在、対象となるお子
様の在籍はありません
。

㉓
就学前に利用していた保育所や幼稚園、
認定こども園、児童発達支援事業所等との間
で情報共有と相互理解に努めている

3 2
現在は行っておりませ
ん

コロナも５類へと移行したので、来
年度の新一年生に関しては幼保
と情報共有を行い、切れ目のない
サポートを行って参ります。

㉔

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所
から障害福祉サービス事業所等へ移行する
場合、それまでの支援内容等の情報を提供
する等している

3 2
現在、対象となるお子
様の在籍はありません
。

㉕
児童発達支援センターや発達障害者支援
センター等の専門機関と連携し、助言や研修
を受けている

1 4
現在は行っておりませ
ん

今後、研修については参加をして
参りたいと考えています。

㉖ 放課後児童クラブや児童館との交流や、障害
のない子どもと活動する機会がある 1 4

現在は行っておりませ
ん

近隣学童と交流を行い、公園等
で合同遊びを行いたいと考えてい
ます。

㉗ （地域自立支援）協議会等へ積極的に
参加している 2 3

本年度より、鶴見区
地域自立支援協議
会に参加しています。

今後も参加し、横の連携を密にし
たいと考えています。（合同遊び
を計画中です）

㉘
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、
子どもの発達の状況や課題について共通理解
を持っている

4 1

その日の様子は連絡帳やフィ
ードバックにてお伝えし、プログ
ラムの実施状況については毎
月発行の『支援報告』にてお
伝えしています。

今後も継続してまいります。

㉙
保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対してペアレント･トレーニング等の
支援を行っている

1 3 1

特にペアレントトレーニングの時
間は設けておりませんが、連絡
帳や面談の際にお子様への対
応についてご提案等をさせてい
ただくことがあります。

今後も継続してまいります。

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

㉚ 運営規程、支援の内容、利用者負担等に
ついて丁寧な説明を行っている 3 2

ご契約時にお伝えして
おります。

ご契約時以降も、ご不明点等ご
ざいましたらお知らせください。

㉛ 保護者からの子育ての悩み等に対する相談に
適切に応じ、必要な助言と支援を行っている 4 1

連絡帳や面談の際に
お子様への対応につい
てご提案等をさせてい
ただくことがあります。

今後も継続してまいります。

㉜
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を
開催する等により、保護者同士の連携を支援
している

3 2
コロナの影響もあり、実
施しておりません。

今年度は、分散型で保護者会を
実施したいと考えております。
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事業者向け　アンケート集計結果　公表用
（放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ）

チェック項目 はい どちらとも 
いえない いいえ 工夫している点

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標保

護
者
へ
の
説
明
責
任
等

㉝

子どもや保護者からの苦情について、対応の
体制を整備するとともに、子どもや保護者に
周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に
対応している

5

いただいたご意見に対しては、
迅速に対応させていただいてお
ります。
スタッフ間での周知には申し送
りノート等を活用し、漏れのな
いようにしています。

今後も頂いたご意見については真
摯に受け止め、改善につなげて参
ります。

㉞
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者
に対して発信している

4 1

翌月のプログラムでは、支援目
的を掲載し、前月の支援報
告では活動風景の写真を添
付することで、お子様のフレン
ズでの様子をお知らせしており
ます。

今後も継続して発行いたします。

㉟ 個人情報に十分注意している 4 1

個人情報は、お子様個々のフ
ァイルにまとめ、施錠できるキャ
ビネットにて一括管理を行って
おります。

今後も、個人情報の扱いには細
心の注意を払ってまいります。

㊱ 障害のある子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮をしている 3 2

お子様個々に合わせ
た説明や対話を心が
けております。

今後も継続して参ります。
お子様への対応についてお気づきの点がござ
いましたらお知らせください。

㊲ 事業所の行事に地域住民を招待する等地域
に開かれた事業運営を図っている 1 3 1

現在の所、事業所に
ご招待をする取り組み
は行っておりません。

ご招待以前に、まずは事業所から地域に出る
ことを心がけ、フレンズや子どもたちの存在を地
域の方々にお知らせしたいと考えております。
今年度は、地域のお祭りに参加をいたしてお
ります。

非
常
時
等
の
対
応

㊳
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアルを策定し、職員や保護者に
周知している

4 1

各マニュアルの周知は行う事が
できていませんが、毎月の避難
訓練のお知れせやご報告の紙
面にて、フレンズでの対応方法
等をお知らせしています。

安心してお子様をお預けいただけ
るよう、今後もマニュアルに沿った
避難訓練および対策を行ってまし
ります。

㊴ 非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出その他必要な訓練を行っている 3 1 1

毎月、火災・地震・水難・不
審者など様々な場面を想定し
た避難訓練を実施しておりま
す。

今後も継続して実施して参ります
。

㊵ 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保
する等、適切な対応をしている 3 2

定期的に社内全体の
研修を行っています。

社内研修にとどまらず、サービス提供時間内
の対応について、より適切な方法について常
に検討を行ってまいります。

㊶

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
について、組織的に決定し、子どもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得た上で、放課
後等デイサービス計画に記載している

2 3

身体拘束が必要なお子様に
ついては、支援計画作成面談
の際に現状をお伝えし、保護
者様のご了解のもと支援を行
っております。

今後も適切な対応を心がけて参
ります。

㊷ 食物アレルギーのある子どもについて、医師の
指示書に基づく対応がされている 1 4

医師の指示書は特にご提出いた
だいておりませんが、アレルギーの
状況変化にも対応できるよう、提
供おやつの内容を連絡帳にて具
体的にお知らせしております。

今後も提供おやつについては注意を払ってま
いります。
また、エピペンの使用方法などについての研修
も行ってまいります。

㊸ ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で
共有している 5

毎日の日誌に記載を
行っています。

ヒヤリハットについて、スタッフ間で
共通の認識を持つことが出来るよ
う研修を行ってまいります。

　この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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保護者等向け　アンケート集計結果　公表用
（放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ）

公表：令和　　５年　　８月　　１日

事業所名　　 フレンズ鶴見栄町  　　　   　　　　　　　　　　　　保護者等数（児童数）　 18 (19)　　    回収数  割合　58％

チェック項目 はい どちらとも 
いえない いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

① 子どもの活動等のスペースが十分に確保されて
いる 9 2 0

・利用者が一番多いと
きに活動するスペース
が十分なのか不明。

団体登録を行い、公営の体育館
を利用したいと考えております。

② 職員の配置数や専門性は適切である 8 2 1
・内情がわからないの
で何とも言えない

専門性の向上につきましては、お子様それぞ
れの特性に合わせた支援ができるよう学習会
等を行ってまいります。、

③
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置
などバリアフリー化の配慮が適切になされて
いる 

8 3 0

現在の所、バリアフリー化の計画はございませ
ん。段差のある個所での動作が難しいお子様
につきましては、指導員がサポートを行ってま
いります。

適
切
な
支
援
の
提
供

④
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、放課後等デイサービス計画が
作成されている 

11 0 0
これからも、お子様の円滑な社会
生活を目指した支援計画の作成
を行ってまいります。

⑤ 活動プログラム が固定化しないよう工夫されて
いる 10 1 0

楽しみながら目標をクリアすることができるよう
、これからもプログラムの作成を行ってまいりま
す。

⑥ 放課後児童クラブや児童館との交流や、障害の
ない子どもと活動する機会がある 3 5 3

コロナによる制約がなくなったため、近隣児童
館の利用を始めました。児童館内では、子ど
も同士の距離を妨げないよう、介入は最小限
に留めながら支援を行ってまいります。

保
護
者
へ
の
説
明
等

⑦ 支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか 10 0 1

支援内容、ご利用負担等につい
てご不明点がございましたらお知ら
せください。

⑧
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、
子どもの発達の状況や課題について共通理解
ができている 

11 0 0

細かく見ていただき感謝している。必
ず良かったところ、少し残念だったとこ
ろを伝えてもらえるのは、家に帰って
からの今日の振り返りの会話につな
げられている。

ご家庭と二人三脚でお子さんの成長に携わっ
て参ります。ご家庭内、学校にてお子様自身
が困っていることがありましたら、連絡帳にてお
知らせください。
支援計画更新時以外の面談も可能です。

⑨ 保護者に対して面談や、育児に関する助言等
の支援が行われている 10 1 0

家や学校であったこと伝えると、安心
する言葉や『そういう考え方もあるの
か』とハッとさせられる言葉もいただけ
て、親の私も学ばせてもらっている。

支援計画更新時の面談以外でも、お子様の
ことで気になること等がございましたら、連絡帳
にていつでもお知らせください。

⑩
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援されて
いる 

1 3 7
コロナが明けたので、こ
れから父母の機会が
増えればと思います。

今年度は、分散型で保護者会を
実施したいと考えております。

⑪

子どもや保護者からの苦情について、対応の
体制を整備するとともに、子どもや保護者に
周知・説明し、苦情があった場合に迅速かつ
適切に対応している

9 2 0

お子様の支援について、ご心配な
ことやご不明点等ございましたらお
知らせください。

⑫ 子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達の
ための配慮がなされている 10 1

日々のお子様の様子につきましては、連絡帳
および送迎時のフィードバックにてお伝えいたし
ておりますが、ご家庭からのご要望等がござい
ましたら、何なりとお知らせください。

⑬

定期的に会報やホームページ等で、活動概要
や行事予定、連絡体制等の情報や業務に
関する自己評価の結果を子どもや保護者に
対して発信している 

10 1

プログラムおよび、お子様の支援の様子につき
ましては、『月のプログラム』、『支援報告書』に
てお知らせいたしておりますが、紙面のスペース
に限りがあるためすべてのプログラムについての
ご報告には至っておりません。紙面にないお子
様の様子については、連絡帳にてお問い合わ
せください。

⑭ 個人情報に十分注意している 10 1 個人情報につきましては、今後も鍵のかかる
書庫にて管理を致してまいります。

非
常
時
等
の
対
応

⑮
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアルを策定し、保護者に周知・
説明 されている

9 2
・策定されているのか
わからないが、保護者
に周知・説明いただい
ている。

⑯ 非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出、その他必要な訓練が行われている 11

火災・地震・水害・不審者等の災害が起こっ
た際、『自分たちの命を守る』ことに重点をおき
、避難訓練を実施いたしております。

保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）
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保護者等向け　アンケート集計結果　公表用
（放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ）

チェック項目 はい どちらとも 
いえない いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

満
足
度

⑰ 子どもは通所を楽しみにしている 8 3

・プログラムを通して、コミュニケーショ
ンを学んでいる。・自分の子どもの反
応で判断させていただいた。・(年齢
的なものもあって)行くまでやる気がな
いように見えることもあるかもしれない
が、行ったら楽しんでいると思う。・参
加できない時には、本人の意思で休
めるよう 応じていただき 有難 い 。

終了後に『おもしろかった！』と子どもたちが笑
顔になれるプログラムを今後も考えてまいりま
す。
また、大人から与えられるばかりでなく、自分た
ちで『楽しめる時間』を作ることが出来るよう、
子どもたちが持っている創造性・想像性を大
切にしたいと考えています。

⑱ 事業所の支援に満足している 10 1

・満足している。尚、要求する
ならば、カードゲーム等のアナロ
グゲームの機会を増やしていた
だけると有難い。・プログラムの
タイトルが魅力的で気になるも
のが多く、毎月のプログラムを
楽しみにしている。
・家で教えてこなかったもの、教
えられなかったものを学ぶことが
でき、いい活動が出来ている。

たくさんのご協力を賜りありがとうご
ざいます。
指導員一同、これからもより一層
、質の高い支援を提供して参りた
いと存じます。
今後ともよろしくお願い申し上げま
す。

〇この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け放課後等　　

　　　　　 デイサービス自己評価表」により事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。　　
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